
女性のためのつながりサポート事業 【北海道北見市】

本市は、北海道東部の中心に位置し、産業・経済の中心、医
療・学術・教育・文化など様々な分野での機能が集積し、中核
都市としてオホーツク圏域をけん引している。
北見市労働状況調査報告書では、正規従業員の割合は増加
傾向にあるが、男女の雇用割合は女性が減少傾向にあり、
女性管理職及び係長職がいる事業所も減少傾向にある。

地域の実情と課題

北見市教育委員会（市立小・中学校）、日本赤十字北海
道看護大学では、主に事業の周知及び必要な支援に繋
げるために生理用品の提供を行ったほか、民間シェル
ター運営法人、自立支援センター、病院、警察等では、
必要に応じて事業周知や情報共有及び同行支援等の連
携を行った。

連携団体

小中学校トイレへの生理用品設置を開始したこともあり
若年層からの相談が増えたが、まだまだ声を上げること
ができない若年層がいることを想定し、幅広い年齢層に
届くよう相談窓口の周知拡大に努める必要がある。

今後の課題

無料相談会とイベントの同時開催や、週１回の居場所カフェ
の開催に加え、市庁舎、小中学校、市内大学のトイレへ生理
用品を設置し、市内大学の学校祭ではチラシと女性用品引き
換えクーポンを入れたポケットティッシュの配布などを実施し
たことにより、年代別でみると１０代の若年層からの相談が最
も多い結果となり、延相談人数も増加した。
※年間延べ相談人数８６６人（昨年度延べ７７９人）

事業の効果

孤独や孤立、不安を抱える女性が安心して生活できる支
援体制の確立を目的として新規相談人数の目標は１００
人に設定したが、結果は73人となった。
しかし、事業開始より繋がり続けている女性が多く、一人
ひとりに寄り添った支援を継続しているため、延べ相談
人数は事業開始以降増加している。

目的・目標

〇ＮＰＯ法人に委託し相談窓口の設置、メール・ＳＮＳ相
談、居場所づくりを行った。
〇週1回目的を問わず誰でも気軽に来れるような居場所
を提供した。
〇相談窓口を記載したチラシ等を同封し、女性用品の提
供を行った。

事業の特徴

個別事業費 ５，４００ 千円

交付金額 ３，１４０ 千円

事業番号 １



事業の概要

相談会や居場所づくりの際にアンケートを
実施し、希望する方へ生理用品の提供を
行った。その他、個別相談時に生活状況な
どを聞き取り、希望に応じて提供した。

チラシ裏面に相談窓口を記載し、公共施設や商業施
設、学校などにも設置、周知に努めた。
フリーペーパーの誌面広告などを利用して繰り返し周
知を行い、相談に繋げた。

チラシを同封した個包装の女性用品を用意し、市庁舎
や小中学校、市内大学のトイレへ設置したほか、学校
祭ではチラシと女性用品引き換えクーポンを入れたポ
ケットティッシュを配布した。
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